
　
東
乳
商
の
事
務
局
長
と
し
て
３
年
１０
ヶ
月
間
、
活
躍
さ
れ
た
平
島
洋
さ
ん
が
平
成

２１
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
そ
の
温
厚
な
人
柄
で
各
販
売
店
の
皆
様
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
く
と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
任
と
し
て
小
沢
博
史
が
３
月
２
日
か
ら
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

東
乳
商
組
合
員
の
訃
報

謹
ん
で

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

日
野
多
摩
支
部
（
稲
城
市
）

　
メ
イ
ト
ー
牛
乳
　
多
摩
川
社
販
売
店

（
代
表
者
）
鈴
木
　
雄
一
郎
　
殿

　
平
成
２１
年
３
月
１６
日
永
眠
　
享
年
７３
歳

　
３
月
７
日
（
土
）
１８
時
か
ら
二
子

玉
川
「
二
子
寿
司
」
に
お
い
て
世
田

谷
４
支
部
新
年
会
、
及
び
山
手
ブ
ロ

ッ
ク
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
乳
商
で

は
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
目
的
に
１
区

１
支
部
体
制
へ
の
再
編
を
進
め
て
い

る
が
、
世
田
谷
区
に
つ
い
て
も
従
来

の
４
支
部
を
「
世
田
谷
支
部
」
と
し

て
１
本
化
、
新
体
制
で
の
役
員
を
会

議
の
席
上
で
決
定
し
た
。

　
理
事
／
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
田
村
寿
雄
（
明

治
）
、
理
事
・
相
田
勝
（
小
岩
井
）
、

理
事
・
小
野
恒
美
（
明
治
）
、
総
代

／
支
部
長
・
高
橋
達
三
（
メ
グ
ミ
ル
ク
）
、

総
代
／
副
支
部
長
・
関
根
信
綱
（
コ

ー
シ
ン
）
、

　
総
代
／
副
支
部
長
・
木
村
捷
（
森
永
）
、

総
代
／
副
支
部
長
・
小
清
水
俊
雄
（
明

治
）
、
総
代
／
副
支
部
長
／
山
本
阿

佐
一
（
明
治
）

　
な
お
会
議
は
２２
名
（
明
治
８
名
、

メ
グ
ミ
ル
ク
９
名
、
森
永
３
名
、
小

岩
井
１
名
、
コ
ー
シ
ン
１
名
）
が
参
加
、

活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
盛
況
の
内
に

閉
会
し
た
。

　
東
乳
商
で
は
昨
年
１０
月
か
ら
公
正
取

引
委
員
会
公
正
競
争
監
視
室
（
以
下
、

「
公
取
」
）
に
独
禁
法
４５
条
第
１
項
に

基
づ
き
不
当
廉
売
の
申
告
を
始
め
、
３

月
末
ま
で
毎
月
１
回
（
１０
月
は
２
回
）
、

計
７
回
の
申
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
は
組
合
員
の
生
活
を
守
り
、
牛

乳
販
売
店
の
商
権
を
守
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
だ
。

　
申
告
書
類
は
公
取
に
郵
送
、
１
〜
２

ヶ
月
後
に
公
取
か
ら
通
知
書
が
返
送
さ

れ
現
在
ま
で
に
４
通
を
受
理
し
た
。
そ

の
内
容
は
「
調
査
の
結
果
、
独
占
禁
止

法
に
違
反
す
る
行
為
は
認
め
ら
れ
ず
、

措
置
は
採
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
４
通

と
も
連
続
し
て
同
一
内

容
だ
っ
た
の
で
、
２
月

２４
日
に
渡
邉
理
事
長
、

川
井
副
理
事
長
、
事
務

局
で
霞
ヶ
関
の
公
取
に

直
接
出
向
き
、
申
告
書

を
手
渡
し
で
提
出
し
、

商
業
組
合
加
盟
の
販
売

店
の
窮
状
を
説
明
し
、

真
剣
な
対
応
を
お
願
い

し
た
。

　
愛
知
県
牛
乳
商
業
組

合
で
も
東
乳
商
と
同
様

に
公
取
へ
の
申
告
を
行

っ
て
お
り
、
「
独
占
禁

止
法
違
反
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
が
み
ら
れ
た
の
で
、

違
反
行
為
の
未
然
防
止
を
図
る
観
点
か

ら
関
係
人
に
注
意
し
た
。
」
と
い
う
情

報
が
入
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
東
乳

商
と
し
て
も
今
後
の
取
組
み
を
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
大
手
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
・
ス
ト
ア
ー
の
サ
イ
ト
に
ｗ
ｅ
ｂ

登
録
し
た
会
員
が
店
頭
の
端
末
に
携
帯

で
ア
ク
セ
ス
す
る
と
特
別
値
引
券
が
発

行
さ
れ
、
「
明
治
お
い
し
い
牛
乳
１
Ｌ
」

「
小
岩
井
牛
乳
１
Ｌ
」
が
９８
円
で
販
売

さ
れ
て
い
る
実
態
を
掴
ん
だ
の
で
、
次

回
公
取
訪
問
時
に
担
当
部
署
に
相
談
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
２０
年
度
の
決
算
及
び
２１
年
度
の
事

業
計
画
に
係
わ
る

　
決
算
理
事
会
、
通
常
総
代
会
の
日

程
が
下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
該
当
者
の
方
は
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。



　
平
成
二
十
年
度
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
三
月
七
日
（
土
）

十
五
時
よ
り
十
七
時
ま
で
東
京

御
茶
ノ
水
・
ホ
テ
ル
聚
楽
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。
参
加
は
各
県

正
副
会
長
で
会
長
は
栃
木
県
天

谷
会
長
以
下
茨
城
県
峯
会
長
、

群
馬
県
深
沢
会
長
、
埼
玉
県
小

泉
会
長
、
千
葉
県
渋
谷
会
長
、

東
京
都
依
田
会
長
、
神
奈
川
県

長
谷
川
会
長
、
山
梨
県
吉
原
会

長
、
長
野
県
松
野
会
長
、
新
潟

県
野
村
会
長
､
そ
し
て
東
京
都

の
副
会
長
で
も
あ
る
東
乳
商
渡

邊
理
事
長
も
夫
々
出
席
さ
れ
た
。

　
ま
ず
村
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら

値
上
げ
問
題
の
さ
な
か
御
出
席

を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

改
善
協
会
事
業
も
今
事
業
を
持

っ
て
二
十
年
度
最
後
の
行
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
諸
事
業
に
き

ち
ん
と
取
り
組
ん
で
頂
き
ご
苦

労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
所
事

業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
後
値

上
げ
に
関
す
る
情
報
交
換
も
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
と
の
挨
拶

で
始
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
山
口
事
務
局
長
か
ら
、

各
地
域
ご
と
の
事
業
実
施
報
告

一
覧
表
が
配
ら
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
話
を
進
め
る
事
に
な
っ

た
。

◎
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

は
　
全
地
域
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
百
五
十
万
枚
が
配
ら
れ
た
。

◎
販
売
拡
張
方
策
検
討
会
に
つ

い
て
は
、
十
地
区
中
六
地
区
が

実
施
し
た
。

　
各
地
域
十
名
の
枠
の
と
こ
ろ

神
奈
川
三
十
二
名
、
千
葉
二
十

七
名
、
茨
城
二
十
三
名
の
よ
う

に
参
加
者
が
多
く
人
気
が
伺
え

る
。
ち
な
み
に
東
京
は
十
四
名

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

今
後
も
や
っ
て
貰
い
た
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
は
東

乳
商
に
も
相
談
さ
れ
た
い
も
の

で
あ
る
。
五
人
で
も
十
人
で
も

若
手
の
勉
強
会
と
し
て
情
報
の

先
取
り
、
発
想
の
転
換
を
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
京
で

は
三
○
％
程
度
が
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
。
後
は
手
書
き
や

頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

会
計
ソ
フ
ト
の
研
修
会

は
東
乳
商
が
や
っ
て
行

き
た
い
。
参
加
者
は
も

っ
と
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。

◎
後
継
者
育
成
研
修
会

等
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
栃

木
県
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
宿
泊
研
修
会
で

あ
る
が
、
泊
ま
ら
な
く

て
も
良
い
の
で
は
と
の

意
見
も
。

◎
優
良
事
例
発
表
会
事

業
は
、
千
葉
も
栃
木
も

参
加
無
し
。
段
々
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
っ
た
。

宅
配
で
百
％
は
あ
り
得

な
い
。
参
加
店
は
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
今
回

山
梨
が
五
店
参
加
し
て

い
た
。
そ
の
時
の
会
長
・
局
長

の
意
欲
に
も
よ
る
の
か
。
手
の

届
か
な
い
レ
ベ
ル
で
は
無
く
て

四
〜
五
百
本
の
目
線
で
や
れ
な

い
も
の
か
。

◎
値
上
げ
に
つ
い
て
。
こ
の
再

値
上
げ
に
つ
い
て
は
で
き
な
い
。

こ
の
ま
え
に
環
境
整
備
が
必
要

だ
。
九
八
円
牛
乳
も
出
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
調
整
牛
乳
の
競
争

に
入
る
。
脂
肪
一
・
二
％
〜
二
・

五
％
、
@
一
二
八
円
。
関
東
に

も
来
て
い
る
。
発
酵
乳
の
転
用

で
メ
ー
カ
ー
は
安
く
作
れ
る
。

と
に
か
く
今
回
の
値
上
げ
は
メ

ー
カ
ー
の
フ
ラ
イ
ン
グ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
自
分
の

身
は
自
分
で
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
知
恵
と
工
夫
と
元
気
で
や

っ
て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。
等
々

と
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
て
会
議
を
終
了
し
た
。
（
以

上
会
議
内
容
抜
粋
）

　
飲
用
量
が
減
少
し
た
、
あ
る
い
は

も
と
も
と
飲
ま
な
い
理
由
で
は
、
「
牛

乳
を
飲
む
と
お
腹
の
調
子
が
悪
く
な

る
」
が
当
て
は
ま
る
人
が
最
も
多
く

３７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
牛
乳
は
飲
ん
だ
あ
と
口
に
残
る
（

３２
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
「
牛
乳
は
味
に

く
せ
が
あ
る
（
２９
パ
ー
セ
ン
ト
）
」

「
牛
乳
の
に
お
い
が
嫌
い
（
２８
パ
ー

セ
ン
ト
）
」
も
３
割
前
後
で
飲
ま
な

い
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
少
し
た
人
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、

「
牛
乳
を
飲
む
と
お
腹
の
調
子
が
悪

く
な
る
」
が
あ
て
は
ま
る
人
（
「
あ

て
は
ま
る
」
＋
「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
）

が
２７
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
く
、
つ

い
で
「
牛
乳
は
持
ち
歩
け
な
い
」
25

パ
ー
セ
ン
ト
、
「
牛
乳
は
飲
ん
だ
あ

と
口
に
残
る
」
が
２３
パ
ー
セ
ン
ト
の

順
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
も
の
牛
乳
類
を
「
ほ
ぼ
毎
日
」

買
う
人
は
２
割
弱
、
「
週
に
２
〜
３

回
く
ら
い
」
買
う
と
い
う
人
は
４
割

強
で
、
「
週
に
１
回
く
ら
い
」
以
上

買
う
人
は
８
割
強
に
の
ぼ
り
ま
す
。

２
０
０
６
年
と
比
べ
る
と
こ
の
割
合

は
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
購
入
す
る
飲
み
物
・
乳
製

品
は
、
「
白
も
の
牛
乳
類
」
が
全
体

の
６６
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
く
、
「
無

糖
の
お
茶
飲
料
」
が
５６
パ
ー
セ
ン
ト

で
こ
れ
に
続
き
ま
す
。

　
男
女
別
に
み
る
と
、
女
性
は
ほ
と

ん
ど
の
飲
み
物
・
乳
製
品
で
男
性
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
「
白
も
の
牛

乳
類
」
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
で
は
圧
倒

的
な
差
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
、

「
コ
ー
ヒ
ー
」
「
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
」

「
炭
酸
」
「
栄
養
・
機
能
性
飲
料
」

で
の
み
、
女
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
が
値
上
が
り
し
た
と
感
じ
る

価
格
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
「
値
上
が

り
し
た
と
は
感
じ
て
い
な
い
」
人
が

全
体
の
３４
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い

ま
す
。
値
上
が
り
し
た
と
感
じ
る
人

で
は
、
「
１０
円
く
ら
い
」
３
割
弱
で

最
も
多
く
、
つ
い
で
「
２０
円
く
ら
い
」

が
２
割
弱
み
ら
れ
ま
す
。

　
値
上
が
り
し
た
こ
と
に
よ
る
行
動

で
は
、
値
上
が
り
し
た
と
感
じ
る
人

の
６６
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

２３
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
購
入
牛
乳
の
銘

柄
を
安
い
も
の
に
変
え
た
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
牛
乳
以
外
の

飲
み
物
を
購
入
し
代
用
し
て
い
る
」

人
で
は
、
４
割
強
が
「
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
」
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
「
白
も
の
牛
乳
類
に
関
し
て
こ
の

半
年
に
見
聞
き
し
た
も
の
」
で
は
、

「
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
な
ど

体
に
必
要
な
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
良

く
含
ま
れ
て
い
る
」
が
６
割
弱
で
最

も
多
く
、
「
そ
う
い
う
よ
い
こ
と
が

あ
る
な
ら
飲
ん
で
も
よ
い
牛
乳
」
で

は
、
「
牛
乳
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
て
骨
そ
し
ょ
う
症
を
防
ぐ

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
」
が
４
割
強

で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
関
連
す

る
ベ
ネ
フ
ヘ
ッ
ト
を
見
聞
き
し
、
ニ

ー
ズ
が
高
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
「
牛
乳
は
血
糖
値
の
上
昇

が
ゆ
る
や
か
な
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
が
あ
る
」
を
見
聞
き
し
た
人
は

４
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、

３
割
程
度
の
人
の
飲
ん
で
も
よ
い
と

し
て
お
り
、
注
目
に
値
し
ま
す
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
飲
食
頻
度
は
、
「
毎

日
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
」
が
１５

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
「
週
に
１
〜
２
日
」

以
上
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
た
り
飲
ん

だ
り
す
る
人
の
割
合
は
５
割
り
強
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
と
比
較
す
る
と
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
を
「
週
に
１
〜
２
日
」
以

上
飲
食
す
る
人
の
割
合
は
微
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
プ
別
で
は
、
「
加
糖
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
を
食
べ
る
人
が
２
０
０
７
年

に
比
べ
て
２
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
「
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
「
果
肉
フ
ル
ー
ツ
入
り
ヨ
ー

グ
ル
ト
」
「
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

を
飲
食
す
る
人
の
割
合
に
、
ほ
と
ん

ど
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
中
学
生
以
上
の
人
の
う
ち
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
１
日
あ
た
り
の
平
均
飲
食
量

は
３５
グ
ラ
ム
で
す
。
女
性
の
１
日
当

た
り
の
平
均
飲
食
量
は
４１
グ
ラ
ム
と
、

男
性（
２８
グ
ラ
ム
）を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
飲
食
量
が
多
い
の

は
女
性
の
４０
代
以
上
の
層
で
、
１
日

あ
た
り
平
均
４４
〜
４５
グ
ラ
ム
食
べ
て

い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
比
べ
、
女

性
で
は
ど
の
層
で
も
飲
食
量
が
減
っ

て
お
り
、
女
性
全
体
の
平
均
飲
食
量

を
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
３
ー
Ａ
ー
Ｄ
ａ
ｙ
」
に
つ
い
て
の
説

明
文
を
読
ん
で
も
ら
い
、
認
知
度
や

実
践
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
認
知

度
は
３
年
で
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
の
食
生
活
で
「
毎
日
心
が

け
て
い
る
」
と
い
う
人
は
１
割
ほ
ど

で
、
こ
の
３
年
で
大
き
な
変
化
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
「
３
ー
Ａ
ー
Ｄ
ａ
ｙ
」

を
実
践
し
て
み
よ
う
と
思
う
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
「
と
て
も
そ
う
思

う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
合
わ
せ
て

７
割
弱
を
占
め
こ
の
割
合
い
も
こ
の

３
年
で
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
３
ー
Ａ
ー
Ｄ
ａ
ｙ
」
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
み
た
こ
と
が
あ
る
人
は
全
体

の
１
割
強
で
す
が
、
「
テ
レ
ビ
」
「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
小
冊
子
」
で
見
た
人

が
２
０
０
７
年
よ
り
５
〜
６
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
「
牛
乳
・

乳
製
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
３
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ル
ク
っ
て
、
サ
プ
リ
か
も
。
」

の
広
告
に
つ
い
て
、
画
像
を
見
て
も

ら
い
、
認
知
度
お
よ
び
認
知
経
路
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
見
た
こ
と
が
あ

る
」
人
は
全
体
の
６
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。
見
た
こ
と
の
あ
る
人
の
う
ち
、

５
割
近
く
が
「
新
聞
」
で
見
て
お
り
、

３
割
強
は
「
雑
誌
」
で
み
て
い
ま
す
。

　
６
割
以
上
の
人
が
内
容
ま
で
知
っ

て
い
る
の
は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
「
体

脂
肪
」
「
生
活
習
慣
病
」
「
骨
密
度
」

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
の
５
項

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
見
聞
き
し
た
程
度
ま
で
含
め
た
認

知
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
「
骨
粗
し
ょ

う
症
」
「
体
脂
肪
」
「
生
活
習
慣
病
」

の
認
知
度
は
９５
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
骨
密
度
」
の

認
知
度
も
９
割
を
こ
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
認
知
度
が
前
年
比
３８

ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
」
は
２
０
０
８
年
も
５

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
よ
く
飲
用
す
る
飲
み
物
を

い
く
つ
で
も
あ
げ
て
も
ら
っ
た
中
で
、

最
も
多
い
の
は
「
無
糖
の
お
茶
飲
料
」

の
６５
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
次
い
で
、

「
白
も
の
牛
乳
類
」
５７
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
コ
ー
ヒ
ー
」
が
５５
パ
ー
セ
ン
ト
で

続
い
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
よ
く
飲
む
飲
み
物
の
中
か

ら
最
も
よ
く
飲
む
も
の
を
一
つ
だ
け

選
ん
で
も
ら
っ
た
結
果
で
は
、「
無
糖
の

お
茶
飲
料
」
４
割
弱
、「
コ
ー
ヒ
ー
」
２

割
強
、「
白
も
の
牛
乳
類
」
２
割
弱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
よ
く
飲
む

飲
み
物
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年

は
前
年
に
比
べ
「
無
糖
の
お
茶
飲
料
」

「
コ
ー
ヒ
ー
」
」
「
色
も
の
牛
乳
類
」

５
〜
９
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
が
み
ら
れ
、

逆
に
「
白
も
の
牛
乳
類
」
で
は
５
ポ

イ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。


	表09.4
	裏09.4

